
○財政力指数（3ヵ年平均）
　地方公共団体の財政力を示す指数で、指数が高いほど財源に余裕があるといえます。

年　度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

蕨　市 0.854 0.856 0.866 0.873 0.878 0.861 0.844 0.819

県内市平均 0.860 0.862 0.868 0.869 0.870 0.849 0.834 0.818

○標準財政規模(千円)

年　度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

蕨　市 14,098,363 14,136,407 14,377,372 14,363,529 14,867,043 15,741,343 15,480,027 15,791,002

○経常収支比率（％）

年　度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

蕨　市 88.9 84.6 88.1 89.9 85.1 83.1 87.2 90.2

県内市平均 93.1 93.4 94.3 94.8 94.2 89.5 93.6 94.9

○公債費負担比率(％)

年　度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

蕨　市 8.3 8.4 8.3 8.7 8.4 8.5 8.3 8.1

県内市平均 12.5 12.5 12.4 12.5 12.0 11.6 11.4 11.0

財　政　指　標　等

  地方公共団体における公債費に対する財政負担の度合いを判断する指標の一つで、一般財源総額に占める公債費
に充当された一般財源の割合です。

　地方公共団体の財政構造の弾力性を判断するための指標で、人件費、扶助費、公債費のように毎年度経常的に支
出される経費(経常的経費)に充当された一般財源の額が、市税、普通交付税を中心とする毎年度経常的に収入される
一般財源(経常一般財源)の合計額に占める割合。割合が高いほど、財政構造の弾力性が失われているといえます。

　地方公共団体の標準的な状態で通常収入されるであろう経常的一般財源の規模を示すもので、標準税収入額等に
普通交付税と臨時財政対策債発行可能額を加算した額。


